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一般財団法人 明石市産業振興財団 

平成３０年度 事業報告書 

 

      

Ⅰ 概  要 

平成３０年度は新体制となった 1 年目であり、財団の在り方や方向性について当初の

財団設立趣旨に鑑み、市内の中小企業の活性化及び産業の振興を図るため、地域の産業

支援機関として、明石商工会議所との相互連携を一層強化する中で、事業運営を行いま

した。 

 

継続事業として、あかし市民図書館と連携し明石夕学サテライトの開催や、明石工業

高等専門学校との技術講演会、兵庫県立大学や神戸学院大学との各種セミナーを行い、

販路開拓助成事業では展示会に出展する企業にその経費の一部を助成しました。 

また、明石商工会議所から明石市の商業団体補助事業を業務受託し、市内の商業団体

へ補助金の交付業務を行いました。 

 

また５月からは、公益財団法人 ひょうご産業活性化センター元理事長をアドバイザー

として迎え、実施事業の見直しや今後実施すべき事業について検討を進める中、企業の

経営課題等を聞き取るアンケートの実施、その結果を踏まえ、新卒者の採用力ＵＰセミ

ナーやＳＮＳ利用による販促・売上拡大セミナーを実施しました。 

 

その他、情報発信の充実を図るため、当財団の専門家による経営課題解決事業のＰＲ、

各支援機関の情報提供、「明石ものづくり企業紹介」に掲載の企業へ内容の確認と更新な

ど、ホームページ全体の見直しを進めました。 
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Ⅱ 事業報告 

１ 産業交流の促進に関する事業 

⑴ 販路開拓助成 

企業にとって重要な課題である販路開拓を支援するため、国内外の展示会等へ出展する

市内中小企業に対し、その費用の一部を助成した。 

① 助成対象となる展示会・見本市の開催期間 平成 30年 8月～平成 31年 2月 

② 助 成 先  市内企業 4社 

③ 助成総額  343千円（補助額対象経費の 1/2以内 上限 20万円/件） 

⑵ 販促・売上拡大 参加体験型ミニセミナー 

① 日  時  平成 31年 2月 6日(水) 14：30～16：50 

② 場  所  明石商工会議所ビル 5階 大会議室 

③ 内  容 「販促・売上拡大 ～ＳＮＳで効果的な販促をしよう～」 

④ 講  師  兵庫県よろず支援拠点 コーディネーター 津賀 弘光 氏 

⑤ 参 加 料  無料 

⑥ 参 加 者  10名 

  

２ 人材育成に関する事業  

⑴ 新入社員研修 

新入社員を対象に、社会人としての基本的なビジネスマナー等の実習を含めた研修を 

明石商工会議所、明石地域雇用開発協会、明石市、明石公共職業安定所と合同で開催した。 

①  日  時  平成 30年 4月 5日(木) 10：00～17：00 

       平成 30年 4月 6日(金) 10：00～16：40 

②  場  所  明石商工会議所ビル 7階 ホール 

③  内  容  4/5 

午前：「社会人スタートとしての視点」 
 講師： 変革クリエーター 吉川 隆久 氏 

(元りそな総合研究所㈱研修事業部長) 

午後：「社会人のビジネスマナー」 

 講師：㈱日本マネジメント協会 藤居 寿美子 氏 

4/6 

午前：「社会人のコンプライアンス」 

講師：(一社)はりまコーチング協会 代表理事 赤松 靖生 氏 

午後：「情報化時代の新入社員」「コミュニケーションと報連相」 

講師：(有)大西マネジメント・ソリューション 

               代表取締役 大西 規生 氏、相談役 大西 正規 氏 

④ 参 加 者  延 187名( 4/5 102名、4/6 85名 ) 



３ 

 

 

 

⑵ 神戸学院大学公開セミナー 

神戸学院大学との共催により、企業経営に係る大学の研究成果や知見等について、また、

働く人の健康等をテーマに開催した。 

【第 1回】生涯現役時代の「睡眠と食事とマインドフルネス」 

① 日  時  平成 30年 10月 11日(木) 14：00～16：00 

② 場  所  明石商工会議所ビル 6階 集会室 

③ 講  師  神戸学院大学 心理学部心理学科 准教授 村井 佳比子 氏 

④ 参 加 料  無料 

⑤ 参 加 者  26名 

 【第 2回】「これからの高齢者ケアを支える市民の力」 

① 日  時  平成 30年 11月 21日(木) 14：00～16：00 

② 場  所  明石商工会議所ビル 5階 大会議室 

③ 講  師  神戸学院大学 総合リハビリテーション学部 教授 備酒 伸彦 氏 

④ 参 加 料  無料 

⑤ 参 加 者  14名 

【第 3回】「中小企業における人材育成の課題と対応」 

① 日  時  平成 30年 12月 13日(木) 14：00～16：00 

② 場  所  明石商工会議所ビル 5階 大会議室 

③ 講  師  神戸学院大学 現代社会学部 教授 中村 恵 氏 

④ 参 加 料  無料 

⑤ 参 加 者  12名 

【第 4回】「経営者のための災害危機管理」 

① 日  時  平成 30年 12月 17日(月) 14：00～16：00 

② 場  所  明石商工会議所ビル 5階 大会議室 

③ 講  師  神戸学院大学 現代社会学部 社会防災学科 

      教授 医学博士 中田 敬司 氏 

④ 参 加 料  無料 

⑤ 参 加 者  15名 
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⑶ 明石高専技術講演会 

明石工業高等専門学校との共催により、市内企業のこれからの事業展開の参考となるよ

うな最新の産業技術等に関する講演会を開催した。 

①  日  時  平成 30年 9月 26日(水) 14：00～16：00 

②  場  所  明石商工会議所ビル 5階 大会議室 

③  内  容  「IoTと AI、昨今の ITブームと知っておきたいこと」 

④  講  師  明石工業高等専門学校 電気情報工学科 教授 井上 一成 氏 

⑤  参 加 料  無料 

⑥  参 加 者  30名 

 

⑷ 兵庫県立大学公開セミナー 

兵庫県立大学との共催により、企業の事業活動の参考となる最新の産業・科学技術に関

する情報、研究成果などに関するセミナーを開催した。 

① 日  時  平成 30年 12月 6日(木) 14：00～16：00 

② 場  所  明石商工会議所ビル 5階 大会議室 

③ 内  容  「CO2排出ゼロ、核廃棄物ゼロを目指す、これからのエネルギー対策 

         /活用しよう！大学との共同研究～成果事例から」 

④ 講  師  兵庫県立大学 大学院工学研究科 

        材料・放射光工学専攻 教授 伊藤 省吾 氏 

⑤ 参 加 料  無料 

⑥ 参 加 者  8名 

 

⑸「明石夕学サテライト」の開催 

慶應義塾の社会人教育機関である慶應丸の内シティキャンパスが、東京丸の内ホールで

開催する定例講演会『夕学
せきがく

五十講
ごじゅっこう

』を中継するライブ配信講座を開催した。 

講師は、各分野の第一線で活躍する研究者、経営者、文化人等。 

① 期  間  前期 4～7月・後期 10～1月 各 15講座 全 30講座 

18：30～20：30 

② 場  所  あかし市民図書館 研修室（明石市大明石町 1-6-1） 

③ 参 加 料  1,000円／回 

④ 参 加 者  延 613名（前期 283名、後期 330名） 

 

 

 

 



５ 

 

※大雨のため 7/6 は中止 
8/7にＤＶＤ補講を開催 

⑤ 内  容【 前期 】 

No 開催日 講 師 講演テーマ 参加者(名) 

１ 4/12 横田 南嶺 「人生を照らす禅の言葉」 12 

２ 4/20 有沢 正人 「100年企業の人事大改革」 10 

３ 4/25 内山 聖子 「失敗しないドラマ創り」 12 

４ 4/26 羽生 善治 「AI時代の人間の行方」 34 

５ 5/8 石川 善樹 「人生 100年時代のセルフマネジメントとは何か？」 19 

６ 5/9 落合 陽一 「超 AI時代の生き方・働き方・考え方」 28 

７ 5/25 秋山  仁 「今日からあなたは Mathe-magician 」 16 

８ 5/31 木村 尚敬 「これからのリーダーシップのあり方」 19 

９ 6/6 茂木 健一郎 

前野 隆司 
「幸福学と脳科学の文脈で語り合う平成30年」 26 

10 6/21 飯間 浩明 「国語辞典から現代日本語が見えてくる」 20 

11 6/29 西野 亮廣 「貯信時代のお金の作り方、使い方」 20 

12 7/3 琴坂 将広 「テクノロジーが変えた経営戦略」 11 

13 7/6※ 白井 さゆり 「東京五輪後の日本経済」 ※10 

14 7/12 スプツニ子！ 「問いを立てるデザイン」 26 

15 7/24 飯田 泰之 「日本経済の近未来」 20 

【 後期 】 

No 開催日 講 師 講演テーマ 参加者(名) 

１ 10/9 佐々木 紀彦 「メディアの未来と NewsPicksの未来」 15 

２ 10/18 穂村 弘 「世界と＜私＞の関係を言葉にする」 16 

３ 10/19 藤田 紘一郎 「腸内細菌とともに生きる 
～ 腸内細菌を大切にすると心身体も元気になる ～」 

19 

４ 10/30 大山 晃弘 
清水 勝彦 

「ユーザーイン経営とジャパンソリューション」 21 

５ 10/31 出口 治明 「これからの『学び』」 24 

６ 11/6 池上 高志 「人工生命研究からみる未来のかたち」 18 

７ 11/13 白坂 亜紀 「銀座ママに学ぶ経営力、人間力」 41 

８ 11/22 前田 裕二 「SHOWROOMが創る共感経済圏」 17 

９ 11/27 吉田 ちか 「好きなことでヒトの役に立てる時代」 26 

10 11/28 安田 秀一 「スポーツを通じて豊かな社会を」 10 

11 12/4 藤平 信一 「持っている力を最大限に発揮する」 25 

12 12/12 千 宗屋 「茶の湯のかたちに見る、日本の美と心」 21 

13 1/11 藤原 和博 「戦略的「モードチェンジ」のすすめ」 31 

14 1/17 小林 慶一郎 「財政危機と日本経済 
～将来世代の利益をどう守るか～」 

22 

15 1/29 相澤 孝夫 「相澤病院の経営改革」 24 



６ 

 

 

⑹ 採用力アップセミナー 

 少子高齢化のなか、企業にとってますます重要となる人材確保について、特に新卒採用

をテーマに企業の事例を交え、採用活動方法を解説するセミナーを開催した。 

① 日  時  平成 30年 11月 27日(火) 14：00～16：00 

② 場  所   明石商工会議所ビル 6階  集会室 

③ 内  容  「未来の組織を強くする新卒採用」 

④ 講  師  （有）ライン 執行役員 コンサルティング事業部長 長瀬 達彦 氏 

⑤ 参 加 料  無料 

⑥ 参 加 者  16名 

 

   ３  情報の収集・提供に関する事業 

財団ホームページにおいて、財団の支援事業や国・県・市の施策を周知した。また、｢明

石ものづくり企業紹介｣ページの掲載企業データについて更新作業を行った。 

① 内  容  企業支援事業、国・県・市等の事業の情報、財団概要、 

地域企業紹介データベース（明石ものづくり企業紹介）登録企業 184社 

② Ｕ Ｒ Ｌ  http://www.aipf.or.jp/ 

 

４  経営・技術の相談・助言に関する事業 

⑴ 経営総合相談 

中小企業診断士・税理士等の専門家、また大学・産業支援機関との連携を生かし、適切

な支援機関の紹介等を行い、経営者および起業者の円滑な事業活動を支援した。 

① 期  間  通年 

② 相談件数  36件（他支援機関へ引継ぎ 4件、職員対応 32件）     

⑵ 企業訪問 

各種情報提供を行い、経営課題を有する企業には適切な支援機関の紹介等を行った。 

① 期  間  通年 

② 訪問件数  136件 

 

５ 商工業振興事業等事業 業務委託 

明石市が実施している産業振興に係る事業を明石商工会議所より受託した。 

⑴ 「まち賑わい創出事業補助業務」：24件 支払補助金額 計 9,968,000円 

⑵ 「商業団体共同事業補助業務」 ： 8件 支払補助金額 計 1,684,000円 

⑶ 「街路灯電気料補助業務」   ：14件 支払補助金額 計 1,545,000円 

 

 



７ 

 

６ 共催・後援等の事業 

No 区分 事業名 概 要 ・ テーマ 開催日 
参加者

(名) 

１ 
共 

催 

NPO技術者集団 

ACT135明石 

第 13回 

特別講演会 

 第１部 講演会 

  講演Ⅰ：「（終わった人）の私版」 

  講 師：NPO技術者集団 ACT135明石 会員 田中 宗博氏 

  講演Ⅱ：「アフリカ・キリマンジャロへの再挑戦」 

  講 師：ラウンド・リサーチ 代表 藤本 明生 氏 

 第２部 交流会 

 

 主 催：NPO技術者集団 ACT135明石 

 明石市産業振興財団  

 場 所：明石市 大久保町公民館１階 大ホール 

2018 

6/9 
20 

２ 
後 

援 

兵庫県立大学 

知の交流 

ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ 2018 

 特別講演 

「ＩｏＴ・ＡＩが拓く未来社会のかたち～ＩＣＴ進化の光と影～」 

国立研究開発法人情報通信研究機構 理事長 徳田 英幸氏 

「創業 318年ＦＵＫＵＤＡの歩みと技術革新」 

福田金箔粉工業株式会社 社長 園田 修三 氏 

「グローバルサプライヤーの企業価値向上への取り組み」 

株式会社ニチリン 

代表取締役 社長執行役員 前田 龍一 氏 

 

主 催：兵庫県立大学知の交流シンポジウム実行委員会 

     〔構成団体〕 

兵庫県立大学、兵庫県企業庁 

（公社）兵庫工業会、姫路市、姫路商工会議所 

     （公財）ひょうご科学技術協会 

（公財）兵庫県立大学科学技術後援財団 

       淡水会後援基金管理運用委員会 

後 援：明石市産業振興財団 

 場 所：姫路商工会議所 

2018 

9/26 
386 

３ 
共 

催 
明石商工会議所 

機器商業部会講習会 
 
第 18回 

機器商業部会 

・正副部会長勉強会 

【テーマ】「能力は脳力 -未知なる脳の世界を知る-」 

 講 師：国際総合研究機構 副理事長 河野 貴美子 氏 

   （国際総合研究機構 生体計測研究所 副所長） 

 

 主 催：明石商工会議所 機器商業部会 

共 催：明石市産業振興財団 

場 所：明石商工会議所ビル 

2018 

11/7 
30 

４ 
共 

催 

平成 30年度 

創業塾 

ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟｾﾐﾅｰ 

【テーマ】｢ビズストームで経営センスを鍛えよう｣ 

 講 師：中小企業診断士 箕作 千佐子 氏 

  

主 催：明石商工会議所 

共 催: 明石市産業振興財団 

場 所：明石商工会議所ビル 

2019 

1/12 
12 

 

 

 

 

 



８ 

 

 

No 区分 事業名 概 要 ・ テーマ 開催日 
参加者

(名) 

５ 
後 

援 

加古川ものづくり塾

「合同見学会」 

 【見学先】 

 ・株式会社大島 

（兵庫県三木市志染町吉田 472-1） 

 ・日本ツクリダス株式会社 

（大阪府堺市南区豊田 1540-2） 

 

 主 催：加古川市、東播磨産業・ツーリズム振興協議会 

東播磨ものづくり交流会 

 後 援：加古川商工会議所、明石市産業振興財団 

2019 

1/16 

20  

(14 社・

団体） 

６ 
共 

催 

加古川市 

「デザインに 

関するセミナー」 

【テーマ】：｢地域×技術×デザイン 

 小さな企業が生き残る処方箋｣ 

 講 師：有限会社セメントプロデュースデザイン 

 代表取締役社長／クリエイティブディレクター 

 金谷 勉 氏 

 

主 催：加古川市 

共 催: 兵庫県東播磨県民局、東播磨ものづくり交流会 

明石市産業振興財団 

 後 援：但陽信用金庫 

場 所：ウェルネージ加古川１階 マリンガホール 

2019 

1/29 

25 

（20 社・

団体） 

７ 
共 
催 

加古川市 

経営ﾊﾟﾜｰｱｯﾌﾟｾﾐﾅｰ 

「中小企業支援 

施策説明会」 

2019年度に実施される中小企業対象の各種支援制度説明会 

内 容： 

⑴ 経済産業省における中小企業支援のポイント 

      近畿経済産業局 産業部 

 中小企業課 課長補佐 中島 清一 氏 

⑵ 兵庫県における中小企業支援制度のポイント 

       兵庫県 産業労働部 政策労働局 

産業政策課 政策班主幹 常陰 朗雄 氏 

⑶ 技術高度化研究開発支援助成事業（研究開発） 

      （公財）ひょうご科学技術協会 

主任調査役  西川 明人 氏 

 
主 催：加古川市 
共 催：兵庫県東播磨県民局、加古川商工会議所 

東播磨ものづくり交流会、明石市産業振興財団 
後 援：但陽信用金庫 
場 所：ウェルネージ加古川１階 マリンガホール 

2019 

3/18 

38 

（34 社・

団体) 

 



平成 30 年度 
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平成 30年（2018年）4月 1日から 

平成 31年（2019年）3月 31日まで 

 

 

 

 

 

 

 

一般財団法人 明石市産業振興財団 

 



１　財 務 諸 表

法人全体 (単位:円)

Ⅰ　資産の部

 1. 流動資産

現金預金 81,900,787 150,550,459 △ 68,649,672
未収金 0 1,842,809 △ 1,842,809
未収還付消費税等 4,638,566 0 4,638,566
未収還付法人税等 262,940 0 262,940
前払金 0 199,130 △ 199,130

流動資産合計 86,802,293 152,592,398 △ 65,790,105
 2. 固定資産

(1) 基本財産

投資有価証券 204,934,900 204,913,200 21,700
基本財産積立資産 2,575,100 2,596,800 △ 21,700

基本財産合計 207,510,000 207,510,000 0
(2) 特定資産

事業等運営安定積立資産 15,000,000 15,000,000 0
イベント開催積立資産 6,000,000 6,000,000 0
基本財産運用積立資産 3,000,000 3,000,000 0

特定資産合計 24,000,000 24,000,000 0
(3) その他固定資産

什器備品 0 2,608,200 △ 2,608,200
減価償却累計額 0 △ 492,660 492,660
投資有価証券 1,089,215 1,377,397 △ 288,182

その他固定資産合計 1,089,215 3,492,937 △ 2,403,722
固定資産合計 232,599,215 235,002,937 △ 2,403,722
資産合計 319,401,508 387,595,335 △ 68,193,827

Ⅱ　負債の部

 1. 流動負債

未払金 196,162 25,733,116 △ 25,536,954
前受金 0 15,242,190 △ 15,242,190
預り金 118,603 3,096,478 △ 2,977,875
未払法人税等 82,000 0 82,000

流動負債合計 396,765 44,071,784 △ 43,675,019
 2. 固定負債

固定負債合計 0 0 0
負債合計 396,765 44,071,784 △ 43,675,019

Ⅲ　正味財産の部

 1. 指定正味財産

寄付金 207,510,000 207,510,000 0
指定正味財産合計 207,510,000 207,510,000 0
(うち基本財産への充当額) （ 207,510,000 ） （ 207,510,000 ） （ 0 ）

(うち特定資産への充当額) （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

 2. 一般正味財産 111,494,743 136,013,551 △ 24,518,808
(うち基本財産への充当額) （ 0 ） （ 0 ） （ 0 ）

(うち特定資産への充当額) （ 24,000,000 ） （ 24,000,000 ） （ 0 ）

正味財産合計 319,004,743 343,523,551 △ 24,518,808
負債及び正味財産合計 319,401,508 387,595,335 △ 68,193,827

貸 借 対 照 表
平成31年3月31日現在

科　目 当年度 前年度 増　減

 1



(単位:円)
実施事業等会計 その他会計

財団企業支援事業 受託事業等

 1. 経常増減の部

(1) 経常収益

基本財産運用益 0 0 1,433,869 1,433,869 0

特定資産運用益 600 0 1,000 1,600 0

事業収益 616,000 16,132,000 0 16,748,000 △ 205,837,986

雑収益 0 220,666 145,653 366,319 △ 746,809

経常収益計 616,600 16,352,666 1,580,522 18,549,788 △ 206,584,795

(2) 経常費用

事業費

人件費 6,841,434 3,643,637 0 10,485,071 △ 52,081,361

その他事業費 10,503,413 16,088,231 0 26,591,644 △ 120,884,142

管理費

人件費 0 0 351,498 351,498 △ 1,008,828

その他管理費 0 0 3,153,569 3,153,569 △ 2,361,788

経常費用計 17,344,847 19,731,868 3,505,067 40,581,782 △ 176,336,119

当期経常増減額 △ 16,728,247 △ 3,379,202 △ 1,924,545 △ 22,031,994 △ 30,248,676

 2. 経常外増減の部

(1) 経常外収益 0 0 0 0 0

(2) 経常外費用計 2,115,540 0 371,274 2,486,814 359,664

当期経常外増減額 △ 2,115,540 0 △ 371,274 △ 2,486,814 △ 359,664

他会計振替前当期一般正味財産増減額 △ 18,843,787 △ 3,379,202 △ 2,295,819 △ 24,518,808 △ 30,608,340

当期一般正味財産増減額 △ 18,843,787 △ 3,379,202 △ 2,295,819 △ 24,518,808 △ 30,608,340

一般正味財産期首残高 36,780,302 20,147,567 79,085,682 136,013,551 6,089,532

一般正味財産期末残高 17,936,515 16,768,365 76,789,863 111,494,743 △ 24,518,808

基本財産運用益 0 0 1,433,869 1,433,869 0

一般正味財産への振替額 0 0 1,433,869 1,433,869 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0 207,510,000 207,510,000 0

指定正味財産期末残高 0 0 207,510,000 207,510,000 0

17,936,515 16,768,365 284,299,863 319,004,743 △ 24,518,808

Ⅰ　一般正味財産増減の部

Ⅱ　指定正味財産増減の部

Ⅲ　正味財産期末残高

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表　  【要約版】

対前年度増減

平成30年4月1日～平成31年3月31日まで

法人会計 合　計


